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NPO活動
【第６回】

　2004年（平成16年）にＮＰＯ法人を設立し、各種
研修事業を行っています。保健・医療・福祉現場
に関わる専門職だけでなく、広く一般市民の方に
も学習していただくことにより、地域の医療・福
祉の充実に寄与すると考えています。

【研修会の内容】
『フィジカルアセスメント研修』名古屋大学基礎看護
学教授山

や ま う ち

内豊
と よ あ き

明さんの講義と実際の演習をグルー
プワークで学習します。
『ユニバーサルデザインコーディネータ２級・３級取
得講座』体に特性を持つ人も、そうでない人もみ

 ＮＰＯ法人 アウトホスピタルケア研究会  

“Live”命に寄り添うための総合学習の追求

んなが暮らしやすいように、建物、環境システム
などをデザインするための知識と手法を学びます。
『タクティールケア研修』スウェーデンの認知症緩和
ケアの考え方と、肌と肌とのコミュニケーション方
法を学びます。
　ほかに、『緊急時対応』『リスクマネジメント』な
ど、現在医療・介護の現場で必要とされている学
びの機会を提供しています。
　介護や看護について困ったなと感じたらお気軽
にご相談ください。

問い合わせ先　
ＮＰＯ法人
「アウトホスピタルケア研究会」
中野市大字新井３６１‐１
☎（２４）６３２４

新井
工業団地

R292

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
市
で
は
水
洗
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
は

健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
上

で
、
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　
下
水
道
整
備
区
域
内
に
お
住
ま

い
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
は
、
ぜ
ひ
水
洗
化

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

　
く
み
取
り
の
手
間
や
心
配
が
い

り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
安
心
し
て
使
用
で
き
、
お
掃

除
も
楽
に
な
り
ま
す
。

◎
周
辺
の
側
溝
や
水
路
な
ど
住
環

境
が
清
潔
に
な
り
、
蚊
・
ハ
エ

や
悪
臭
が
減
り
衛
生
的
で
す
。

◎
川
や
海
が
き
れ
い
に

　
雑
排
水
が
処
理
施
設
で
浄
化
さ

れ
ま
す
の
で
、
水
環
境
が
改
善

さ
れ
ま
す
。

　　
新
た
に
下
水
道
使
用
料
は
か
か

り
ま
す
が
、
浄
化
槽
機
器
の
経
費

や
故
障
修
理
の
心
配
が
な
く
、
将

来
的
に
安
心
し
て
ご
使
用
で
き
ま

す
。

　
下
水
道
の
使
用
料
は
２
カ
月
に

１
度
、
上
水
道
の
使
用
水
量
を
基

準
に
算
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
に
流
さ
な
い
水

道
水
が
あ
る
場
合
（
キ
ノ
コ
栽
培

や
果
樹
園
な
ど
の
薬
剤
散
布
に
水

道
水
を
使
用
す
る
場
合
な
ど
）

は
、
市
か
ら
お
貸
し
す
る
副
メ
ー

タ
ー
（
下
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の
設

置
に
よ
り
使
用
水
量
を
減
量
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
メ
ー
タ
ー
使
用
料
が
か

か
り
ま
す
。
（
口
径
13
ミ
リ
の

場
合
、
２
カ
月
で
２
９
４
円
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
７
８
）

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
電
子
申
告
な
ど
を
す
る
場

合
は
、
電
子
証
明
書
が
必
要
で

す
。
過
去
に
電
子
証
明
書
を
取
得

し
た
方
は
有
効
期
間
（
発
行
日
か

ら
３
年
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
更
新
の
手
続
き
は
有
効

期
間
満
了
の
３
カ
月
前
か
ら
申
請

で
き
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
が
満

了
し
た
場
合
や
氏
名
・
住
所
な
ど

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
自
動

的
に
電
子
証
明
書
が
失
効
に
な
り

ま
す
。

　
新
規
発
行
や
更
新
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
物
を
お
持
ち
に
な
り

市
役
所
市
民
課
窓
口
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
（
住
基
カ
ー
ド

に
顔
写
真
が
な
い
場
合
）

・
手
数
料
５
０
０
円

※
代
理
人
に
よ
る
申
請
な
ど
、
手

続
き
の
内
容
に
よ
り
即
日
交
付

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
く
と

電
子
証
明
書
の
発
行
窓
口
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際

は
、
早
め
に
市
民
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
課
窓
口
係

☎
22
2
1
1
1
（
内
線
2
3
6
）

　子育て支援センターでは０歳から就学前のお子さ
んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。
　寒い時期ですが、お気軽にお出掛けください。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳し
くは、市公式ホームページをご覧いただくか、各
子育て支援センターへお問い合わせください。

問い合わせ先
さくらんぼ　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　☎（３８）３０１２　㊡日・水・祝日

子育て支援センター１･２月の行事予定

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

１月27日㈮
午前10時30分～

バンブー
※北部公民館集合

２月９日㈭
午前10時30分～

人形劇サークル
「明夢」

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

１月12日㈭
午前11時～ 絵本の読み聞かせ

１月23日㈪
午前10時30分～

お正月を遊ぼう♪
（獅子舞など）

１月26日㈭
午前11時～

おはなし玉手箱
ＤｏｎＤｏｎ

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

１月17日㈫
午前10時30分～

げんきっこ
※西部公民館集合

１月24日㈫
午後２時～

料理教室（託児あり・
要予約・参加費200円）

　

昨
年
10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が

変
わ
り
ま
し
た
。
10
月
以
前
に
受

給
さ
れ
て
い
た
方
も
、
引
き
続
き

受
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
認
定
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
昨
年
10
月

末
に
ご
案
内
文
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
出
生
や
転
入
に
よ
り
新

た
に
受
給
資
格
を
生
じ
た
場
合
な

ど
は
、
そ
の
出
生
や
転
入
の
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

　
日
曜
日
・
祝
日
に
保
護
者
の
就

労
な
ど
の
都
合
で
保
育
で
き
な
い

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
日
　
日
曜
日
・
祝
日
（
12
月

29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

利
用
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

実
施
場
所
　
北
部
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
６
カ
月

以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん

利
用
料　

　

３
歳
未
満
　
１
日
２
２
０
０
円

３
歳
以
上
　
１
日
１
２
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

利
用
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
申
込
書
を
北
部
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。（
事
前
登
録
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
６
１
）

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
６
６
２
２

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

休
日
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

対　象 所得
制限

対　象
医療費

福祉医療費
受 給 者 証 給付金を受けるには

０歳
〜

小学校３年生
なし 入院

通院 あり
医療機関などで医療費をお支払いの際に、「福祉医療費受給者
証」を提示してください。県外で受診した場合の手続きは下段と
同様です。

小学校４年生
〜

小学校６年生
なし 入院 なし

申請が必要です。医療機関へ入院医療費をお支払い後、市役所子
育て課に申請してください。申請の際には、領収証（保険点数の
わかるもの）、印鑑、通帳、子どもの保険証をお持ちください。
※高額療養費などが対象の場合、保険者からの決定通知書が必要

～申請はお早目にお願いします～

子どもの福祉医療費給付金制度
　０歳から小学校６年生のお子さんを対象に医療費の一部を給付しています。
　なお、小学校４年生から６年生のお子さんの入院医療費については給付申請が必要です。給付申請の有
効期限は受診した月から１年以内です。詳しくは市公式ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　市役所子育て課子ども支援係　☎（２２）２１１１　内線３５６

※文書料、検診、予防接種、差額ベッド代など健康保険が適用されないものは対象となりません。
※福祉医療費は制度を維持するための負担金として、医療機関（外来・入院別）ごと、薬局は処方箋を作成した
医療機関ごとに月額500円を控除して支給します。

下
水
道
に
接
続
す
る
と

下
水
道
整
備
区
域
内
で

　
　
　

合
併
浄
化
槽
を

　
　
　
　
　

お
使
い
の
方
へ

副
メ
ー
タ
ー
の
有
効
利
用
を

水
洗
化
は
お
済
み
で
す
か

電
子
証
明
書
の
発
行
（
新
規
・
更
新
）
を
受
け
る
方
へ

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の


